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二
〇
二
四
年
五

月
二
五
日
の
第
二

七
回
定
期
大
会
で

二
期
目
の
事
務
局

長
を
迎
え
、
半
年

経
過
し
ま
し
た
が
、

事
務
局
長
と
し
て
、

ま
だ
ま
だ
不
慣
れ

な
た
め
ご
迷
惑
を

か
け
て
ば
か
り
で

し
た
。
今
年
を
振

り
返
っ
て
、
一
番

の
印
象
に
残
る
こ

と
は
、
世
間
的
に

は
「
コ
ロ
ナ
禍
」
が

過
ぎ
去
っ
た
中
で
、

官
房
長
会
見
（
九
月
十
二
日
）

の
四
日
前
に
新
型
コ
ロ
ナ
に

感
染
し
た
こ
と
が
判
明
し
、
欠

席
せ
ざ
る
得
な
い
な
ど
、
本
人

も
ビ
ッ
ク
リ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
執
行
部
に
ご
迷
惑
を
か
け

た
こ
と
で
す
か
ね
・
・
・
。 

□
公
務
員
を
取
り
巻

く
情
勢 

二
〇
二
四
年
人
事
院
勧
告

は
、
給
与
改
定
で
は
、
月
例
給

平
均
一
万
千
百
八
十
三
円
（
２
．

７
６%

）
プ
ラ
ス
、
特
別
給
は

３
年
連
続
で
０
．
１
月
分
引
上

げ
と
な
り
、
年
間
４
．
６
月
分

と
改
善
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

人
事
院
は
「
人
材
確
保
に
向

け
た
抜
本
的
施
策
と
さ
ら
な

る
改
革
」、「
魅
力
あ
る
公
務
へ
」

と
題
し
て
、
若
手
に
厚
く
勧
告

し
、
初
任
給
は
総
合
職
大
卒
で

約
２
．
９
万
円
（
約
１
５
％
）、

一
般
大
卒
約
２
．
４
万
円
（
約

１
２
％
）、
一
般
職
高
卒
約
２
．

１
万
円
（
約
１
３
％
）
そ
れ
ぞ

れ
ア
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。
一
方
、

管
理
職
層
の
月
例
給
の
引
上

げ
は
４-

８
０
で
４
．
１
千
円

（
約
１
．
１%

）
、
５-

８
０
で 

４
．
２
千
円
（
約
１
．
１%

）、

６-

５
２
で
４
．
７
千
円
（
約
１
．

２%

）
と
低
い
状
況
で
す
。
生

活
す
る
中
の
実
感
と
し
て
は

厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
「
配
偶
者

扶
養
手
当
」
６
．
５
千
円
の
廃

止
、
地
域
手
当
の
「
大
く
く
り

化
」
で
引
き
下
げ
ら
れ
る
地
域

の
場
合
、
令
和
７
年
度
は
暫
定

で
マ
イ
ナ
ス
１%

と
な
る
こ

と
か
ら
実
質
的
に
賃
金
は
マ

イ
ナ
ス
と
な
り
ま
す
。
多
く
の

管
理
職
等
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
に
も
、
人
事
院
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
土
交
通
省

や
内
閣
人
事
局
も
雇
用
責
任

者
と
し
て
公
務
員
賃
金
改
善

の
意
見
を
出
す
こ
と
が
必
要

で
す
。 

 
 

 
 

□
職
場
で
は
定
年
前

六
級
昇
格
が
一
定
の

前
進 

二
〇
二
四
年
の
四
月
、
十

月
付
け
昇
格
発
令
は
、
二
〇

二
三
年
四
月
、
十
月
付
け
昇

格
発
令
に
引
き
続
き
、
事
務

所
課
長
の
六
級
発
令
が
「
従

来
の
定
退
一
八
ヶ
月
前
」
か

ら
、「
定
退
二
年
前
の
発

令
」、
出
張
所
長
の
六
級
発
令

が
「
従
来
の
定
退
十
二
ヶ
月

前
発
令
」
か
ら
「
定
退
十
八

ヶ
月
前
の
発
令
」
が
多
く
の

地
整
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
ま
で
の
要
求
が
実
現

し
て
き
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
停
滞
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
底
上
げ
を
図
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
専
門
職
種
の
方

の
管
理
職
在
籍
期
間
で
条
件

を
付
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は

改
善
を
求
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。 

□
職
場
の
管
理
職
等

の
᷸
思
い
᷹
を
共
有
し

て
い
く
運
動
を
！ 

我
々
の
運
動
の
基
本
は
本

省
・
地
方
整
備
局
当
局
と
敵

対
す
る
関
係
で
な
く
、
内
部

の
監
査
の
役
割
を
担
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
我
々
の

掲
げ
る
運
動
は
、
管
理
職
が

抱
え
て
い
る
悩
み
な
ど
、
当

局
の
手
の
届
か
な
い
「
思 

 

（
裏
面
に
つ
づ
く
） 
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ᶝ
表
面
よ
り
つ
づ
く
ᶞ 

 
い
ᵮ
ᵭ
要
求
ᵮ
を
く
み
取

る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
ᵨ
様
々
な
要
求
を
職
場

の
多
数
意
見
と
し
て
当
局

に
ᵧ
提
案
し
て
い
く
こ
と
で

災
害
体
制
等
の
職
場
を
充
実

さ
せ
ᵧ
国
民
の
期
待
に
応
え

る
職
場
へ
改
善
す
る
こ
と

で
ᵧ
組
織
と
し
て
の
健
全
性

保
持
を
支
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
ᵨ 

不
安
を
共
有
し
立
ち
向
か
う

た
め
に
も
ᵧ
今
こ
そ
声
を
挙
げ

ま
し
ᵾ
う
！
自
分
自
身
の
職

場
ᵧ
処
遇
に
無
関
心
で
は
な
く
ᵧ

職
場
で
ち
ᵼ
ん
と
意
見
が
言

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
ᵨ 

         

 

国
土
交
通
省
管
理
職

ユ
ニ
オ
ン
は
ᵧ
十
二
月
十

五
日
に
全
国
支
部
執
行

委
員
長
・
中
央
執
行
委
員

合
同
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
ᵨ
会
議
で
は
ᵧ
政
治

や
平
和
ᵧ
公
共
事
業
ᵧ
職

場
な
ど
の
情
勢
の
変
化
ᵧ

当
面
の
運
動
ᵧ
組
織
拡
大

に
つ
い
て
議
論
し
た
後
ᵧ

各
支
部
の
問
題
点
や
現

在
の
状
況
ᵧ
独
自
取
組
な

ど
を
報
告
し
ま
し
た
ᵨ 
 

 

 

委
員
長
か
ら
は
冒
頭
ᵧ
本

会
議
の
目
的
を
述
べ
て
ᵧ
管

理
職
ユ
ニ
オ
ン
の
成
果
ᵧ
衆

議
院
選
挙
ᵧ
公
共
事
業
と
職

場
の
あ
り
方
ᵧ
平
和
と
民
主

主
義
に
つ
い
て
述
べ
ᵧ
最
後

に
今
後
に
組
合
員
全
員
で

あ
ら
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
く
会
議
に
し
た
い

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
ᵨ 

 

事
務
局
長
か

ら
の
提
案
に
対

し
ᵧ
人
事
院
勧

告
に
つ
い
て

は
ᵧ
ᵭ
地
域
手
当

は
分
断
す
る
ᵨ

一
律
廃
止
を
基

本
に
す
る
べ

き
ᵮ
ᵭ
こ
ん
な
に

離
職
が
多
い
の

だ
か
ら
ᵧ
給
与

比
較
は
現
在
の

五
〇
人
以
上
の

企
業
を
ᵧ
一
〇
〇
人
以
上
に

戻
す
べ
き
で
は
な
い
か
ᵮ
ᵭ
給

与
は
若
手
し
か
上
が
ᵻ
て
い

な
い
ᵮ
ᵭ
通
勤
手
当
が
上
が
る

の
は
良
い
が
ᵧ
共
済
掛
金
に

入
ᵻ
て
し
ま
い
ᵧ
掛
金
が
増

え
て
し
ま
う
ᵨ
な
ん
と
か
す

る
べ
き
ᵮ
ᵭ
出
張
所
長
の
六
級

昇
格
は
１
ᶠ
５
年
前
だ
が
ᵧ

全
部
４
月
に
出
す
よ
う
に
要

求
す
べ
き
で
は
な
い
か
ᵮ
ᵭ
身

上
書
の
エ
ク
セ
ル
デ
ᶌ
タ
の

メ
ᶌ
ル
提
出
は
労
働
組
合
軽

視
で
は
な
い
か
ᵨ
労
使
関
係

を
追
求
す
べ
き
ᵮ
ᵭ
管
理
職
特

金
に
つ
い
て
ᵧ
手
当
は
命
令

で
は
な
く
申
請
と
な
ᵻ
て
い

る
の
は
問
題
で
は
な
い
か
ᵮ

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
ᵨ 

 

 

１
月
中
旬 

四
役
会
議 

１
月
２
０
日 

折
衝 

２
月
上
旬 

官
房
長
交
渉 

２
月
下
旬 

異
動
情
報 

３
月
上
旬 

四
役
会
議 

３
月
下
旬 

委
員
長
会
議 

 
 

 

２
月 

中
央
執
行
委
員
会

で
内
容
確
認 

５
月 

ア
ン
ケ
ᶌ
ト
配
布 

７
月 

一
次
集
約 

９
月 

最
終
集
約 

１
０
月
ア
ン
ケ
ᶌ
ト
結
果

の
配
布 

 

ウ
ᶃ
ブ
会
議
の
普
及
な
ど

に
よ
り
支
出
を
減
ら
し
て
い

る
が
ᵧ
来
年
度
か
ら
は
繰
越

金
が
減
少
す
る
見
込
み
で
あ

り
ᵧ
要
求
前
進
の
た
め
の
組

織
拡
大
が
必
要
と
の
意
思
統

一
を
図
り
ま
し
た
ᵨ 

 

＜全国支部執行委員長、中央執行委員合同会議報告＞
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